
科目名称  感染と予防 
学年学期 単位数 時間数 

1 学年前期  29 

担当教員  浜井 盟子 
授業に関わる

実務経験 

☐ 有 （        ） 

■ 無 

【1】 授業概要 

  細菌やウィルス等の病原微生物の性状、それらの感染によって引き起こされる病気について学習する。 

 

【2】 学習目標 

1．各種微生物の基本的性状、病原性とそれによって生じる病態を理解する。 

2．感染予防対策について適切な判断・行動ができる。 

 

 

【3】 ディプロマポリシーとの関連性 

■ 1．生活者としての人間の理解 

☐ 2．人間の生命、尊厳および権利を尊重した多様な価値観をもつ人間の理解 

■ 3．看護の基礎的知識・技術・態度の修得  

■ 4．科学的根拠に基づいた看護援助の実施 

☐ 5．多職種との連携・協働 

☐ 6．地域医療の理解と生活の支援 

■ 7．看護専門職としての主体的な学びの継続  

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 序論 講義 

2 基礎知識 講義 

3 免疫 講義 

4 滅菌・消毒 講義 

5 化学療法 講義 

6 細菌（1） 講義 

7 細菌（2） 講義 

8 細菌（3） 講義 

  ９ ウィルス（1） 講義 

  10  ウィルス（2） 講義 

  12  ウィルス（3） 講義 

  13  真菌 講義 

  14 原虫 講義 

  15 復習 まとめ 講義 

  16 筆記試験（45 分間）        

 

 

【5】 評価方法 

１．筆記試験及び授業態度で合否判定する。60 点以上を合格とし、60 点未満を不合格とする。 

  

【6】 教科書 

  柳井広之 他著「新看護学 2 専門基礎［2］ 感染と予防」 医学書院 2020 年 

 

【7】 参考書 

  参考書は指定しない。 

 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

  

准看護師科



科目名称 感染と予防 
学年学期 単位数 時間数 

2 学年後期  ６ 

担当教員 浜井 盟子 
授業に関わる

実務経験 

☐ 有 （  ） 

☐ 無 

【1】 授業概要 

    准看護師資格試験に向けて、「感染と予防」を復習する。 

 

【2】 学習目標 

1．感染と予防に関する知識を復習し確実に身につける。 

 

【3】 ディプロマポリシーとの関連性 

☐ 1．生活者としての人間の理解 

☐ 2．人間の生命、尊厳および権利を尊重した多様な価値観をもつ人間の理解 

■ 3．看護の基礎的知識・技術・態度の修得  

☐ 4．科学的根拠に基づいた看護援助の実施 

☐ 5．多職種との連携・協働 

☐ 6．地域医療の理解と生活の支援 

☐ 7．看護専門職としての主体的な学びの継続  

 

【4】 授業計画 

 内容 主な授業形態 

1 資格試験頻出テーマを中心に「感染と予防」のまとめ 講義 

2 練習問題 講義 

3 練習問題 講義 

4   

5   

6   

7   

 

 

【5】 評価方法 

 

 

【6】 教科書 

  柳井広之 他著 「新看護学２ 専門基礎［２］ 感染と予防」  医学書院 2019 年 

 

【7】 参考書 

   必要な資料を適宜配布します。. 

 

 

【8】 受講生へのメッセージ 

  

准看護師科
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